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カウンセリング心理学を世界に訪ねて
ウィーン…世界心理療法会議／ケムブリッジ大学…カウンセラー養成
畠瀬直子
はじめに
私の世界旅が始まって20年以上になる。 「こ
んな田舎の大学にいて、僕、使い物になるかな
ー。」淋しげなつぶやきに、私にできることを考
えさせられたのがおよそ20年前なのだ。日本の
あらゆるところで、激しい近代化にさらされて
若者達が道を探していた。答えるのは本人自身
だが、大学人にはせねばならないことがあるは
ずである。 「そうだ、私を通して、世界の風を
感じてもらおう！」こうして世界旅が始まった。
中世に迷い込んだ錯覚にとりこまれヨーロッ
パの石畳をひとり歩いていると、ものすごい心
細さに襲われることがある。遠い昔、ちびっ子
だった時に感じた心細さである。ひとりで歩く
と、人間を学ばされる。
待ちに待った21世紀がやってくるので、カウ
ンセリング心理学を世界に訪ねて、私の目で確
認した情報を関西大学教育学会に伝えようと思
ぅ。エネルギーの続く限り努力したいと思うの
で楽しみにしていただきたい。ところで、カウ
ンセリングは心理療法を含み、心理療法はカウ
ンセリングを含む。自在に上位概念が変動し、
ピアジェ理論があてはまらない。そこで私の愛
してやまないカウンセリングという概念を使う
ことにした。
ウィーン会議 (1999,July4~8) 
Myth,Dream,Realityというテーマで2ndWorld 
Congress for Psychotherapyが開かれた。ウィー
ン大学の旧知の先生方がロジャース理論コーナ
ーのために力をいれておられるので、今回私は
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日本でロジャース理論がどのように受け止めら
れているかの発表を行った。世界80カ国から、
およそ4000人が集まった。この会議は、 1990年
のストラスプルグ心理療法宣言に端を発する。
それがいかなる内容だったのかを見ておこう。
心理療法に関するストラスブルグ宣言
世界保健機構の目的、ならびにヨーロッパ連
邦とヨーロッパ経済圏の差別撤廃主義、そして
個人の移動の自由とサービスを受ける自由の原
則に従い、次項を合意する。
1.心理療法は独自の科学的学問分野であり、
その実践は独立した自由な専門職である。
2.心理療法家養成は高度な質の高い科学に基
づいてなされる。
3.心理療法実践理論の多様性が認められ保障
される。
4.心理療法のトレーニングは理論学習、体験
学習、スーパーヴィジョンを受けての実習か
ら構成される。多様な心理療法プロセスに関
する適切な知識が学習される。
5.養成への入門としては、多様な予備学習、
特に人文科学・社会科学が必要とされる。
この宣言は世界心理療法会議として結実し、
フロイドが第一回議長をつとめたことで有名な
国際精神療法会議の第16回会議（ソウル会議、
1993年）で報告された。精神分析を主流派とし
た国際精神療法会議はここに歴史の幕を閉じ、
多様なアプローチを受容する世界会議に歴史の
バトンを託したのである。この歴史の流れを教
えてくれたのはソウル大学教授（イーチャンホ
ー氏）で、私はソウルを訪れるよう強力な誘い
を受けた。私はアジアがグローバルに開かれた
時代に入っていたのを知って驚きを覚えた。た
だ、世界の歴史は一筋縄ではいかないと痛感し
たのは、第17回国際精神療法会議の案内が届い
たことである。世界の流れとは独立に、精神分
析主体の会議も続いていると思われるが、その
後の動きがどうなったのかは分からない。世界
精神療法会議は1996年にウィーンで歴史の幕を
上げた。このとき会議の目標と責任が公にされ
た。それは世界の流れをよく伝え、我々にとっ
ては考えさせられる点の多い宣言である。
世界心理療法会議：目的ならびに引き受けねば
ならない責任
〇 心理療法を世界全体に広げていくこと
〇 心理療法を受ける患者のおかれた条件を改
善すること
〇 平和の維持と紛争の解決に寄与する各国な
らびに国際的機関と協力すること
〇 心理療法の国際的情報センターを設立する
こと
〇 カウンセリングの地位を国連に認められる
NGOに引き上げること
〇 心理療法に関する国際倫理ガイドラインを
設定すること
0 人権の実施と維持に関するあらゆる努力を
支援すること
〇 様々な課題ごとの国際ワーキング・グルー
プを設立すること
〇 専門家養成基準を全世界で交換する事
〇 会員の心理療法に関するあらゆる課題を支
援すること
カウンセラーが手弁当で世界中のカウンセリ
ングを必要とする人々に出会う仕事が始まる。
その第一歩を関西大学の学生 •OB諸君と共に
歩み出したいものである。国連NGO組織から
カウンセラー派遣要請が来たら応じられる拠点
大学になりたいと思う。みなさんの意見をお寄
せいただけるとありがたい。
ケムブリッジ大学カウンセラー養成プロ
グラム
ケムブリッジ大学がヨーロッパにおける大学
ランキング一位であることを中島巌先生から知
らされた。もともとは理系の大学だが、ともか
くケムブリッジのカウンセラー養成を頭に入れ
たくて古い町をさまよい歩いた。ウィーンから
の掃りのことである。
ケムプリッジ大学では、アカデミックな学問
としての心理学とカウンセラー養成は別次元で
行われているらしい。どうも、大学院では自由
に自分のテーマに取り組むようで、カウンセリ
ングを学ぶための大学院が特定されているわけ
ではないようである。様々な学問を修めた人々
がカウンセラー資格にチャレンジできるように
なっていて、そのための基礎コースも開設され
ている。ケムプリッジ大学はBoard of 
Continuing Education（高度技術研鑽機構と訳せ
ばいいのかも知れない）を開設している。これ
が町とは遠くはなれた離宮にあるのである。大
学の案内所ではそんなこと言ってくれなかった
ので、さまよい歩き、おおげさに言うと遭難し
そうになった。 Boardof Educationは壮大な庭
と森と池をもつ離宮が本部なのである。たぶん
貴族が寄付してくれたのだろうと思っていたが、
今回資料を整理して大学が買い取ったと知り、
ケムプリッジ大学の財力に驚かされている。離
宮の後ろには宿舎があって、世界中からやって
くる研究者が宿泊できるようである。ここで出
会った女性が、これはすばらしい機構だと絶賛
し、 「こんどは講義で出会いましょう」と私を
説得する。ややこしいから、あいまいな笑みを
浮かべて場を逃れた。カウンセリングの
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Diploma（高度技術者認定資格）を取るにはか
なりの年数がかかるようである。さらにスーパ
ーバイザーの Diplomaもあり、これを取るには
かなりの実践歴が必要である。
高度技術者資格はあらゆる領域に網羅されて
いる様子で、高学歴社会が要請する果てしない
資格の高度化には、いささか頭痛する思いであ
る。我が国は、カウンセラー資格を修士で認め
てほしいという段階で、しかもまだ公的に認め
られていない状況にある。各省庁の利権争いに
学問が巻き込まれてしまったようである。イギ
リスにはカウンセリング心理学研究で有名な大
学もあるので、カウンセラー養成は多様なプロ
グラムを持つと言える。そう云えば多様性時代
を歩む時局に地球は入っている。文部省が大学
に関する強大な許認可権を持つ日本の基準を忘
れないと、ヨーロッパのシステムは掴みきれな
いようだ。ただ、応募について限られた数しか
受け入れないので希望者は早く申し込むように
とある。イギリスでもカウンセラー希望者は多
いものと思われる。これだけは、世界共通の現
象である。こころを大切にしないと人類史が行
き詰まる危険を人類は同時に感じているのかも
知れない。
ケムブリッジをさまよって発見したもうひと
つのことは、臨床心理学というジャンルが息を
ひそめたというか、あまり見かけないことであ
る。臨床という言葉が、人を病人と見る響きが
あるためだろうか。それに代わってカウンセリ
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ングという言葉が多用されている。成長支援、
可能性開花など人間に対する肯定的視点が明確
なためだろう。今、日本は臨床というジャンル
が拡大している。ヨーロッパの視点から見ると、
日本人がベッドに寝かされてる印象、こころの
痛みを病気と決めつけている印象が強いことに
なる。世界共通の視点で考える世紀の到来には、
軽いめまいを起こしそうな気がする。
離宮前のバス停で、くたびれはてて 1時間に
一本のバスを待っていたら、 「僕の自動車に飛
び込みなさい！」と声をかけてくれた老紳士が
いた。私はあわてて飛び乗った。退職した研究
者で、まずいことにインドネシアで日本軍の捕
膚になったとのこと。でも、疲れ切った心を、
この老紳士に温めていただき、人間が新しい世
紀を仲良く構築する希望の灯をともせた気がす
る。この紳士は今も大学にオフィスを持ってい
て、観光客は入れないケムブリッジ大学の中を
見せてもらった。 「質問を受けたら、客員教授
と答えなさい」といたずらっぽく彼は笑った。
世の中には親切な人がいるものである。老紳士
につれられて、釘を使ってない中世の数学者が
設計した質素で不思議な橋を渡った。私は今ま
でイギリス人は日本人を無視した所があって好
きになれなかったが、老先生と一緒に不思議な
橋を渡って自分の狭い気持を捨てることができ
た気がする。こんどは、関大の学生と一緒に世
界のどこかをさまよい歩きたいものである。
